
２０１９年７月１８日 

社内起業家育成制度第４号案件が、２０１９年８月に本格運用を開始 

渋谷の街まるごとメディア「ROADCAST」の壁面１００カ所を達成 

～本格運用後の第１号案件として、「SHIBUYA/森山大道/NEXT GEN」を実施～ 

東京急行電鉄株式会社 

 

当社は、２０１８年７月から開始した、落書きなどに悩む未活用壁面を活用する街メディア事業「ROADCAST(以

下、本事業)」について、当初目標としていた渋谷エリアの壁面１００カ所の借用が完了し、同時展開が可能となっ

たため、２０１９年８月から本格運用を開始します。 

本事業は、渋谷エリアの路地裏に多く点在する住居や店舗などの未活用壁面を当社が一括して借用し、それら

を同時展開することで街を丸ごとメディア化し、プロモーションやアート作品展示などを行うことで、新たな文化の発

信、街の活性化を目指す事業です。「社内起業家育成制度」の第４号案件として立ち上がり、２０１８年７月から、さ

まざまな企業とコラボレーションして１２件のテストマーケティングを実施してきました。本格運用の第１号案件では、

ソニー株式会社(以下、ソニー)とともに「SHIBUYA / 森山大道 / NEXT GEN（ネクストジェン）」(以下、本企画) を

実施します。 

本企画は、渋谷駅周辺において大規模再開発プロジェクトを推進し、「エンタテイメントシティ SHIBUYA」の実現

を目指す当社と、テクノロジーとの融合で新たなエンタテイメントを提供するソニー、そして渋谷に縁のあるストリー

トスナップの第一人者で、「写真のノーベル賞」とも言われる「ハッセルブラッド賞（２０１９年）」を受賞した森山大道

氏が共同し、『STREET』『UNDERGROUND』『公募作品展』の３つの新たな都市型アート展を展開するものです。 

『STREET』は、渋谷の裏路地(ストリート)を活かして新しい文化の発信、街の活性化を目指す ROADCAST の約

１００カ所の壁面を舞台に、そのうち６３カ所に渋谷にまつわる森山大道作品約１４７作品を同時に展示する世界

最大級の屋外型写真展で、８月２日（金）～１５日（木）の期間開催します。 

『UNDERGROUND』は、東横線・副都心線渋谷駅改札内地下にて、森山大道氏の新作写真、次世代クリエイタ

ー(NEXT GEN)を代表し、新進気鋭の映像作家、山田智和氏の新作映像、さらにソニーが公募で選出した２名の

NEXT GEN の作品を展示し、それぞれの視点で切り取った渋谷の「今」が広がるエキシビションで、８月１日（木）～

４日（日）の４日間限定で開催します。あわせて、本企画を記念した記念入場券を２，０００枚限定で発売します。 

加えて、８月１日（木）～９月中旬の期間、ソニーが運営する情報発信拠点「ソニースクエア渋谷プロジェクト」に

て、公募で選出された NEXT GEN６名の作品を展示する『公募作品展』を実施します。 

当社は、今後もさまざまな企画を通じて、渋谷の情報発信力を高め、いつ訪れても旬な情報に出会えるような、

「渋谷ならでは」の体験ができる街にすることで、「エンタテイメントシティ SHIBUYA」の実現を目指します。本プロジ

ェクトの詳細は別紙の通りです。 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 

 

▲「SHIBUYA / 森山大道 / NEXT GEN」キービジュアル 



【別紙】 

１．ＲＯＡＤＣＡＳＴ概要 

（１）サービス運用イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）サービス特徴 

●当社が一括して壁を管理することで、壁面所有者の落書き被害などの悩み解消 

●単純広告でなく、渋谷の街にある１００カ所の壁面の同時展開により、渋谷のビルボード１面程度の料金で、 

大きなインパクトを生み出す 

●裏路地という目にする情報が少ない場所での掲出のため、通常のメディアよりも深いコミュニケーションが可能に 

●路地裏での新たなエンタテイメントの提供で、街の回遊性を高める 

 

 

 

２．「SHIBUYA/森山大道/NEXT GEN」プロジェクトについて 

 

（１）「SHIBUYA/森山大道/NEXT GEN」概要 (オフィシャルサイト：https://www.daido-shibuya.com/)  

・開催期間：２０１９年６月６日（木）～９月中旬（予定） 

・内容 

東急電鉄、ソニー、写真家・森山大道氏が、次世代クリエイター（NEXT GEN）とともに、１００年に１度と言われる再

開発が進み、刻々と変化を遂げる街・渋谷を舞台に、時代を革新するクリエイターの創造力が連鎖し繋がる、都市

型アート展示を創り出します。 

 

（２） 『STREET』実施概要 

・開催期間：２０１９年８月２日(金）～８月１５日(木) 

・開催場所：ROADCASＴ 渋谷駅周辺約１００カ所（うち、作品展示６３カ所） 

・内   容：ストリートスナップの第一人者である森山大道氏の作品約１４７点を、渋谷のストリートにある 

ROADCAST の壁面を舞台に展示します。『UNDERGROUND』もしくは『公募作品展』と、『STREET』の 

作品を撮影し、「#SHIBUYA 森山大道」を付けて Twitter または Instagram でシェアすると、森山大道 

作品のポストカードがもらえる「SHIBUYA / 森山大道 / NEXT GEN ソーシャルギャラリー」も実施し 

ます。 

 

 

渋谷  未活用壁面所有者  

 
ROADCAST 

 広告主企業 

スペース 

未活用壁面所有者 

広告掲出・管理・利用料 広告掲出・管理・利用料 

企画・広告依頼・広告料 壁面約 100カ所で街を丸ごとメディア化 

情報発信・体験提供 

来街促進 

情報発信・体験提供 

来街促進 

（東急電鉄） 

https://www.daido-shibuya.com/


・展示マップ/作品タイトル(一部) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）『UNDERGROUND』 

・開催期間：２０１９年８月１日(木）～８月４日(日)  

・開催時間：１０：００～２１：００（※１日（木）は１７：００開始、４日（日）は１９：００まで） 

・開催場所：東横線・副都心線渋谷駅地下 (改札内) ※改札内のため、入場券や乗車券などが必要です。 

・内   容：森山大道氏、NEXT GEN を代表して映像作家の山田智和氏、さらにソニーが公募で選出した NEXT  

GEN ２名とが、それぞれの視点で切り取った渋谷の「今」の写真や映像を展示するアートエキシビ 

ションです。あわせて、本企画の記念入場券を２，０００枚限定(大人・小人 各１，０００枚ずつ)で、駅構 

内の特設ブースにて発売予定です。 

※記念入場券の発売時間、場所など詳細については、オフィシャルサイトにて後日ご案内します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲記念入場券イメージ（大人１３０円/小人７０円） 

（４）『公募作品展』 

・開催期間：２０１９年８月１日(木）～９月中旬 

・開催場所：ソニースクエア渋谷プロジェクト（東京都渋谷区神南１－２１－３渋谷モディ１F） 

・開催時間︓１１：００～２１：００ 

・内   容：ソニーが６月に開催した「SHIBUYA / 森山大道 / NEXT GEN」の公募にて、審査員によって選出され 

た１９歳～２５歳の次世代クリエイターたちによる「２０１９ SHIBUYA」をテーマにした作品展示。 

こ の夏、ソニーは、東京急行電鉄株式会社と 世界的に活躍する写真家・ 森山大道と 共に都市型アート エキシビショ ン

「 SH I B U Y A  /  森山大道 / N EX T G EN 」を展開する。10 0 年に１ 度の再開発のただ中、創造性と 多様性が交わる街、

渋谷で、森山大道から 次の時代を革新し ていく クリ エイタ ーたち へと 繫がる 、世代も 表現も 超えた共創が始まる 。

渋谷駅周辺の路地裏約6 0 か所の壁面メ ディアを、森山大道作品が一斉に

ジャックする屋外エキシビション。

渋谷駅地下４ 階にある安藤忠雄デザインの空間に、森山大道が新しく 撮り

下ろした作品、気鋭の映像作家山田智和をはじ め、公募で選ばれた次世代

クリエイターNEXT GENたちの作品が連鎖するエキシビション。※ 特別入場券発行

渋谷モディ 内にあるソ ニースクエア渋谷プロジェ クト でも 、公募により

選ばれた次世代クリ エイタ ーたち の作品を展示。

森山大道

山田智和 

N EXT GEN写真家

映像作家
19 3 8 年大阪生まれ。写真家・ 岩宮武二、細江英公の

アシスタ ント を 経て 19 6 4 年に独立。写真雑誌などで

作品を発表し 続け、19 6 7年「 にっぽん劇場」で日本写真批

評家協会新人賞受賞。1 9 6 8 -7 0 年には写真同人誌

『 プロヴォーク』に参加し 、ハイコント ラスト や粗粒子画面

の作風は“アレ・ ブレ・ ボケ“と 形容さ れ、写真界に衝撃を

与える。ニューヨ ーク・ メト ロポリタン美術館やパリ・ カル

ティ エ現代美術財団で個展を 開催など世界的評価も

高く 、2 0 12年にはニューヨ ークの国際写真センター（ I CP）が主催する第2 8 回インフィ ニティ 賞生涯

功績部門を日本人として初受賞。2 0 12年-13年ウィ リアム・ クラインと の二人展『 W i l l i a m  K l e i n  +  

D a i d o  M o r i y a m a 』がロンド ンのテート・ モダンで開催さ れ、絶大な人気を誇る二人の競演は世界を

席巻した。20 16 年パリ・ カルティエ現代美術財団にて2度目の個展「 D A ID O  TO K Y O 」展を開催。2 0 18

年フランス政府より 芸術文化勲章「 シュヴァリエ」が授与さ れた。2 0 19 年ハッ セルブラッド 財団国際

写真賞受賞。主な写真集に『 にっぽん劇場写真帖』（ 19 6 8 ）、『 写真よさよう なら 』、『 狩人』（ 19 72 ）、『 光と

影』（ 19 8 2 ）などがある。個人写真誌『 記録』は19 72年のN o . 1に始まり 、73年のN o . 5で一時中断～

2 0 0 6 年11月のN o . 6 から 復刊し 、現在も 継続出版中。最新号はN o . 4 1。近年は『 無言劇』、『 Pr e t ty  

W o m a n 』（ 2 0 17 ）、『 Ti g h t s  i n  Sh i m o t a k a i d o 』、『 L i p s !  L i p s !  L i p s ! 』（ 2 0 18 ）などを出版。

クリエイティ ヴチーム「 To k y o  F i l m 」主宰 

/Ca v i a r 所属。19 8 7年生まれ、日本大学

芸 術 学 部 映 画 学 科 映 像 コ ー ス 出 身 。 

S U N T O R Y 、 G M O ク リ ッ ク 証 券 、

G I V E N C H Y 、d o c o m o 等のブ ラ ン ド

広告やサカ ナク ショ ン 、米津玄師、K I D  

F R E S I N O 、あいみょ んら アーティ スト の

ミ ュ ージッ クビ デオ、ファッ ショ ン 誌での

写真連載から TVド ラ マまで、その活動は多岐に渡る 。シネマティ ッ クな演出と 現代

都市論をモチーフ と し た表現が特色。『 S P A C E  S H O W E R  M U S I C  A W A R D S

2 0 19 』にて「 BEST V I D EO  D I R ECTO R」を受賞。

選ばれた次世代クリエイター

アート コンペで、審査員によって選出さ れた次世代クリエイターたち

撮影した写真をSN Sでシェア！森山大道の作品ポスト カード を持ち帰ろう

※詳細は、オフィシャルサイト（ 表面QRコードよりアクセス）をご覧く ださい

・  UNDERGROUN D： 20 19年8月2日（ 金）～4日（ 日） 今回の展示のために森山大道が撮り下ろした作品のポスト カード

・  ソニースクエア渋谷プロジェクト： 20 19年8月2日（ 金）～15日（ 木） 森山大道作品のポスト カード

# SH IBU YA 森山大道

※画像はイメ ージです。

渋谷を舞台に展開する都市型アート エキシビショ ン

STEP１

STEP 3

STEP 2

STEP 4

受け取り期間

STREETとUN DERGROUND、もしく は、STREETとソニースクエア渋谷プロジェクト で作品や会場の様子を撮影

「 #SHIBUYA森山大道」を付けてTw itte rまたはIn sta g ra m でシェア

公式SNSアカウント のいずれかをフォロー

So n y-Sto rie s（ Ja p an ）公式Tw itte r :  @ sto rie sb ySo n yJP または ソニースクエア渋谷プロジェクト 公式　 In sta g ram  :  so n ysq u a re sp

UN DERGROUND、またはソニースクエア渋谷プロジェクト で、投稿画面をスタッフに提示

A4チラシ_ 210 m m ×29 7m m _ 裏面



 

＜森山大道氏プロフィール＞ 

１９３８年大阪生まれ。写真家・岩宮武二、細江英公のアシスタントを経て６４

年独立。写真雑誌などで作品を発表し続け、６７年「にっぽん劇場」で日本写

真批評家協会新人賞受賞。６８－７０年には写真同人誌『プロヴォーク』に参

加し、ハイコントラストや粗粒子画面の作風は“アレ・ブレ・ボケ”と形容され、

写真界に衝撃を与える。 以降、近年に至るまで国内外の美術館での展覧会

多数。２０１９年ハッセルブラッド財団国際写真賞受賞。主な写真集に『にっぽ

ん劇場写真帖』 (１９６８)、『写真よさようなら』、『狩人』(１９７２)、『光と影』（１９

８２）などがある。個人写真誌『記録』は１９７２年の No.１に始まり、７３年の No.

５で一時中断～２００６年１１月の No.６ から復刊し、現在も継続出版中。最新 

号は No.４１。近年は『無言劇』、『Pretty Woman』（２０１７）、『Tights in  

Shimotakaido』、『Lips! Lips! Lips!』 (２０１８) などを出版。                                

 

＜山田智和氏プロフィール＞ 

 

以    上 

クリエイティブチーム「Tokyo Film」主宰/Caviar 所属。１９８７年生まれ、日

本大学芸術学部映画学科映像コース出身。SUNTORY、GMO クリック証

券、GIVENCITY、docomo などのブランド広告や、サカナクション、米津玄

師、KID FRESINO、あいみょんらアーティストのミュージックビデオ、ファッ

ション誌での写真連載からTVドラマまで、その活動は多岐に渡る。シネマ

ティックな演出と現代都市論をモチーフとした表現が特色。『SPACE 

SHOWER MUSIC AWARDS 2019』にて「BEST VIDEO DIRECTOR」を受賞。 


